
＜一般委託＞

1 目      的 
　令和２年度神奈川県公共用水域水質測定計画に基づき、鷹取川、平作川及び松越川の水質を
　調査（試料採取及び分析測定）し、その結果を報告するものである。

2 履行期間 　令和２年4月1日から令和３年3月31日

3 施行場所 　鷹取川、平作川、松越川

4 業務内容  　詳細仕様書のとおり

5 特記事項              -

6 関係法規 　水質汚濁防止法

7 資格要件 
　本業務履行については、下記の資格を有すること。
　計量法に基づく計量証明事業の資格(濃度)

8 契約方法  　総価による業務委託契約（一般委託）

9 支払方法 　委託料の支払いは、業務完了後一括払いとする。

10 その他事項    この仕様書に定めのない事項及び疑義を生じた場合は、別途協議するものとする。

11 連　絡　先 　環境政策部環境管理課水環境係 ( 直通046-822-8329 )

・この業務を施行するにあたって、仕様書でグリーン物品購入の指示がある場合は、横須賀市グ
リーン購入基本方針及び調達方針に基づく環境物品等を納入すること。また、仕様書で特に指示が
ない場合で委託代金に物品等の購入経費が含まれている場合は、できるだけこの方針に基づく環
境物品等の調達をお願いします。
（上記方針については、本市のホームページ「よこすかのグリーン購入」参照）

・本市は、独自の環境マネジメントシステム（YES）により事務事業の環境負荷低減に努めているの
で、受託者においてもできる限り環境に配慮して業務を執行するようお願いします。

グリーン
物品購入

及び
環境配慮

関係

＜指示又は希望事項＞

公共用水域水質調査（河川）業務委託（一般委託）仕様書

  公共用水域水質調査（河川）業務委託に基づく内容は、本仕様書の定めるところによる。
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公共用水域水質調査（河川）業務委託詳細仕様書 

 

本委託は、令和２年度神奈川県公共用水域水質測定計画に基づき、鷹取川、平作川

及び松越川の水質を調査(試料採取及び分析測定)し、その結果を報告するものである。 

 

１ 試料採取について 

１－１ 採水スケジュール 

原則として下記の日時で行う。 

また、天候や工事等のやむを得ない理由により採水日が変更になる場合は、本市と協議

の上決定する。 

採水日 

令和２年 ４月 ８日(水) 

５月 13 日(水) 

６月 ３日(水) 

７月 １日(水) 

８月 ５日(水) 

９月 ２日(水) 

10 月 ７日(水) 

11 月 11 日(水) 

12 月 ２日(水) 

令和３年 １月 ６日(水) 

２月 ３日(水) 

３月 ３日(水) 

 

１－２ 採水地点 

河川名 採水地点 

鷹取川 追浜橋 

平作川 夫婦橋 

松越川 

竹川合流後 

・松越川（市民病院横 Ｎ35°13′22″ Ｅ139°37′34″） 

・竹川（県立海洋科学高等学校横 Ｎ35°13′15″ Ｅ139°37′46″） 

注１ 松越川については、松越川（市民病院横）と竹川（県立海洋科学高等学校横）に

立ち入って採水し、等量混合にて分析等を行う。 

注２ 増水や工事等のやむを得ない理由により、調査地点での採水が困難な場合につい

ては、速やかに本市と協議を行うこと。 

 

１－３ 採水部位 

原則として河川の流心部とし、水面から水深の２割程度の深さとする。 

   

採水時刻 
（潮位によって変動可） 

河川名 １回目 ２回目 

松越川 8:30 16:30 

平作川 10:00 18:00 

鷹取川 11:00 19:00 



 2

２ 分析測定について 

２－１ 測定項目及び測定頻度 

  測定項目及び測定頻度については、令和２年度神奈川県公共用水域水質測定計画に基づ

き、別紙１のとおりとする。  

なお、観測項目については、採水時に採水場所において行うこと。 

 

２－２ 測定方法及び数値の取扱い方法等 

  測定方法及び数値の取扱い方法等については、令和２年度神奈川県公共用水域水質測定

計画に基づき、別紙２のとおりとする。 

 

３ 提出物について 

３－１ 作業手順書 

 受託者は、初回採水日の３日前までに当該業務に係る作業手順書を提出すること。 

作業手順書には、検水量、採用する測定方法（環境省告示の付表番号や JIS の項目番号

等でよい）、定量下限値、作業管理責任者等の氏名及び経験年数などについて記載し、緊急

連絡先を含む調査・分析体制図をあわせて提出すること。 

 

３－２ 結果報告書等 

  提出物及びその期限等は以下のとおり。 

提出頻度 毎月提出 毎月提出 年１回 

期限 採水後 10 日以内 翌月 20 日まで※ 平成 32年３月31日 

様式１（速報値） ■   

様式２（月例報告）  □  

計量証明書  ○  

野帳・現場写真  ○  

分析チャート  ■  

様式３（県様式）  □  

様式４（年間報告）   □ 

○ 紙、 □ 紙＋電子データ（メール等）、 ■ 電子データ（メール等） 

※３月分は３月 31日まで 

 

３－３ 報告書等の提出部数 

提出部数については、各報告書等とも１部とする。 

 

４ 注意事項 

（１）業務で排出する廃液等は関係法令を遵守し、適正に処理すること。 

（２）試料採取を適正に行うため、計量士の指示のもと、採水経験のある責任者を常に現 

地採取班に置くこと。 

 （３）採水時はライフジャケットや安全帯等を使用し、事故防止に努めること。なお、作 
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業時に発生した事故については、受託者の責任において対応するものとし、本市の 

責任の範囲外とする。 

   （４）精度管理のため、本市の指示によりクロスチェック等を実施する場合は、試料の

供与や模擬試料の分析等に協力すること。また、必要に応じて分析現場等への検

査に協力すること。 

（５）本仕様書に明記のない事項等で疑義が生じた場合については、本市と協議し遺漏

のないように施行すること。 

（６）健康項目については、定量下限値以上で検出した場合（硝酸性窒素及び亜硝酸性

窒素、ふっ素並びにほう素を除く）は、速やかに連絡すること。 

（７）様式３については定量下限値により記入すること。様式１、２、４については報

告下限値により記入すること。 

（８）業務委託契約約款第５条にかかわらず本委託調査は業務の一部であっても再委託

を禁止する。 

 

 

 



別紙１ 

測定項目及び測定頻度 

１．観測項目 

（１）鷹取川（追浜橋）、平作川（夫婦橋） 

測定項目 測定頻度等 

天候 毎月１日２回、採水時毎 

前日天候 毎月１日１回 

前々日天候 毎月１日１回 

水深 毎月１日２回、採水時毎 

採取水深 毎月１日２回、採水時毎 

流速 毎月１日２回、採水時毎 

流量 毎月１日２回、採水時毎 

気温 毎月１日２回、採水時毎 

水温 毎月１日２回、採水時毎 

色相 毎月１日２回、採水時毎 

透視度 毎月１日２回、採水時毎 

臭気 毎月１日２回、採水時毎 

流況 毎月１日２回、採水時毎 

干潮時刻 毎月採水日 

満潮時刻 毎月採水日 

 

（２）松越川（松越川（市民病院横）・竹川（県立海洋科学高等学校横）） 

測定項目 測定頻度等 

天候 毎月１日２回、採水時毎 

前日天候 毎月１日１回 

前々日天候 毎月１日１回 

水深 毎月１日２回、採水時毎※ 

採取水深（水面から水深の２割） 毎月１日２回、採水時毎  

流速 毎月１日２回、採水時毎※ 

流量 毎月１日２回、採水時毎※ 

気温 毎月１日２回、採水時毎（松越川（市民病院横）） 

水温 毎月１日２回、採水時毎（松越川（市民病院横）） 

色相 毎月１日２回、採水時毎（松越川（市民病院横）） 

透視度 毎月１日２回、採水時毎（松越川（市民病院横）） 

臭気 毎月１日２回、採水時毎（松越川（市民病院横）） 

流況 毎月１日２回、採水時毎（松越川（市民病院横）） 

干潮時刻 毎月採水日 

満潮時刻 毎月採水日 

※松越川の水深、流速、流量の算出方法について 

松越川は混合で行っているため、流量、流速、水深については、合計流量、代表流速、

代表水深として、次の算出方法で行う。 

松越川（市民病院横）と竹川（県立海洋科学高等学校横）の両地点の各流量、流速、水

深を算出する。水深は、流速の測定できた位置において流量を算出するために使用した水

深の平均値とする。流速の測定ができなかった位置（浅い位置）の水深は、水深算出デー

タには含まない。 



松越川（市民病院横）           …流量＝Ａ、流速＝Ｂ、水深＝Ｃ 

竹川（県立海洋科学高等学校横）…流量＝Ｄ、流速＝Ｅ、水深＝Ｆ 

（１）合計流量＝Ａ＋Ｄ 

（２）代表流速＝（Ａ×Ｂ＋Ｄ×Ｅ）／Ａ＋Ｄ   

                （ただし、合計流量＝０の場合は０） 

（３）代表水深＝（Ａ×Ｃ＋Ｄ×Ｆ）／Ａ＋Ｄ 

                （ただし、合計流量＝０の場合はＣ＋Ｆ／２） 

   Ａ～Ｆの各値は野帳等に必ず明記すること。  

※別紙４の採水時刻、天候、気温、水温、色相、透視度、臭気、流況は松越川にて観測 

した値を記入する。 

 

２．健康項目 

鷹取川（追浜橋）、平作川（夫婦橋）、松越川（松越川（市民病院横）と竹川（県立海洋

科学高等学校横）の等量混合で行う。） 

測定項目 測定頻度等 検体数 

カドミウム ８月・２月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
全シアン ８月・２月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
鉛 ８月・２月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
六価クロム ８月・２月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
砒素 ８月・２月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
総水銀※１ ８月・２月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
ＰＣＢ ８月・２月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
ジクロロメタン ８月・２月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
四塩化炭素 ８月・２月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
１,２-ジクロロエタン ８月・２月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
１,１-ジクロロエチレン ８月・２月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
シス-１,２-ジクロロエチレン ８月・２月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
１,１,１-トリクロロエタン ８月・２月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
１,１,２-トリクロロエタン ８月・２月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
トリクロロエチレン ８月・２月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
テトラクロロエチレン ８月・２月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
１,3-ジクロロプロペン ８月・２月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
チウラム ７月・３月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
シマジン ７月・３月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
チオベンカルブ ７月・３月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
ベンゼン ８月・２月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
セレン ８月・２月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
硝酸性窒素 毎月１日１回、１回目の採水時 36 

亜硝酸性窒素 毎月１日１回、１回目の採水時 36 

ふっ素※２ 偶数月１日１回、１回目の採水時（松越川のみ） ６ 

ほう素※２ 偶数月１日１回、１回目の採水時（松越川のみ） ６ 

１,4-ジオキサン ８月・２月、１日１回、１回目の採水時 ６ 

※１ 総水銀が検出された場合は、アルキル水銀についても測定すること。 

※２ ふっ素、ほう素の測定は松越川のみとする。 



３．生活環境項目 

鷹取川（追浜橋）、平作川（夫婦橋）、松越川（松越川（市民病院横）と竹川（県立海洋

科学高等学校横）の等量混合で行う。） 

測定項目 測定頻度等 検体数 

ｐＨ 毎月１日２回、採水時毎 72 
ＢＯＤ 毎月１日２回、採水時毎 72 
ＣＯＤ 毎月１日２回、採水時毎 72 
ＳＳ 毎月１日２回、採水時毎 72 
ＤＯ 毎月１日２回、採水時毎 72 
大腸菌群数 毎月１日１回、１回目の採水時 36 

ｎ－ヘキサン抽出物質 ８月・２月、１日２回、採水時毎 12 

全窒素 毎月１日２回、採水時毎 72 

全燐 毎月１日２回、採水時毎 72 

全亜鉛 毎月１日１回、１回目の採水時 36 

ノニルフェノール ８月・２月、１日１回、１回目の採水時 ６ 

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及びその塩（LAS） 毎月１日１回、１回目の採水時 36 

 

４．特殊項目 

鷹取川（追浜橋）、平作川（夫婦橋）、松越川（松越川（市民病院横）と竹川（県立海洋

科学高等学校横）の等量混合で行う。） 

測定項目 測定頻度等 検体数 

フェノール類 ８月・２月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
銅 ８月・２月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
溶解性鉄 ８月・２月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
溶解性マンガン ８月・２月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
クロム ８月・２月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
ＥＰＮ ７月・３月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
ニッケル ８月・２月、１日１回、１回目の採水時 ６ 
 

５．その他の項目 

鷹取川（追浜橋）、平作川（夫婦橋）、松越川（松越川（市民病院横）と竹川（県立海洋

科学高等学校横）の等量混合で行う。） 

測定項目 測定頻度等 検体数 

アンモニア性窒素 毎月１日１回、１回目の採水時 36 

燐酸態燐 毎月１日１回、１回目の採水時 36 

電気伝導率 毎月１日２回、採水時毎 72 

塩化物イオン 毎月１日２回、採水時毎 72 

陰イオン界面活性剤 ８月・２月、１日１回、１回目の採水時 ６ 

非イオン界面活性剤 ８月、１日１回、１回目の採水時 ３ 

大腸菌数 毎月１日１回、１回目の採水時 36 

全有機炭素（ＴＯＣ） 毎月１日２回、採水時毎 72 

 



  

別紙２ 

 

測定方法及び数値の取扱い方法等 

１. 観測項目 

（１）天候   

測定当日の天候は、次のように区別する。 

快晴 全雲量が１以下で降水がない状態の天候 

晴 全雲量が２以上８以下で降水や雷がない状態の天候 

曇 全雲量が９以上で降水や雷がない状態の天候 

雨  

みぞれ  

雪  

雷雨  

 

（２）前日、前々日の天候   

   前日、前々日の天候は、次のように区別する。 

降雨なし 

降雨量  ０ ㎜以上 ５ ㎜未満 

降雨量  ５ ㎜以上 10 ㎜未満 

降雨量  10 ㎜以上 20 ㎜未満 

降雨量  20 ㎜以上 30 ㎜未満 

降雨量  30 ㎜以上 

 

（３）流量  ＪＩＳ  Ｋ  ００９４．８．４  流速計による測定 

 

（４）気温  ＪＩＳ  Ｋ  ０１０２．７．１による 

 

（５）水温  ＪＩＳ  Ｋ  ０１０２．７．２による 

 

（６）色相  色相は次のように区別する。 

※無色を除く色ごとに、淡(明)･中･濃(暗)の三種類の区別をすること。 

無色 緑色 青紫色 緑褐色 灰青色 灰青紫色 

赤色 青緑色 赤紫色 黒褐色 灰黒色 灰赤紫色 

茶色 緑青色 褐色 灰色 灰赤色 白色･乳白色 

黄色 青色 赤褐色 灰黄色 灰黄緑色 黒色 

黄赤色 紺色 茶褐色 灰茶色 灰黄茶色  

黄緑色 紫色 黄褐色 灰緑色 灰紫色  

 

（７） 透視度  ＪＩＳ  Ｋ  ０１０２  ９による 

 

 



  

（８） 臭気  ＪＩＳ  Ｋ  ０１０２  １０．１による 

臭気は、次のように区別する。 

※無臭を除く臭いごとに、(微)･(中)･(強)の三種類の区別をすること。 

無臭 青草臭 タール臭 ちゅうかい臭 

メロン臭 木材臭 油(精油廃液）臭 魚腐敗臭 

スミレ臭 川藻臭 硫化水素 動物腐敗臭 

キューリ臭 海藻臭 塩素(遊離塩素)臭 し尿・ふん尿臭 

樟脳臭 土臭 アンモニア 下水臭 

丁子臭 沼沢臭 ヨードホルム 青物臭 

ラベンダー臭 カビ臭 洗剤臭 デンプン臭 
レモン臭 魚臭 皮革臭 その他 

ニンニク臭 肝油臭 パルプ臭  

グラニュウム臭 貝(はまぐり)類臭 金気臭  

バニラ臭 フェノール臭 金属臭  

 

（９） 外観（流況）  ＪＩＳ  Ｋ  ０１０２  ８による 

異常なし ゴミ 濁水 アオコ 赤潮 

 

（10）その他 

試料の採取及び保存処理については、ＪＩＳ  Ｋ  ０１０２  ３による。 

 

（11）数値の取扱いについて 

下記の項目については、それぞれの欄に示す桁数に切り捨て処理する。 

項目 
報告が必要な最小桁数の 

小数点以下の位 

有効数字の 

最大桁数 

水   深 ２ ３ 

採 取 水 深 ２ ３ 

流   速 ２ ４ 

流   量 ２ ４ 

気   温 １ ３ 

水   温 １ ３ 

透 視 度 １ ３ 

  

 



２．健康項目

項  目 測    定    方    法
報告下限値

mg/L
JIS K0102 55.2　　　電気加熱原子吸光法
JIS K0102 55.3  　  ICP発光分光分析法
JIS K0102 55.4  　  ICP質量分析法
JIS K0102 38.1.2(備考11を除く。以下同じ)及び38.2　吸光光度法
JIS K0102 38.1.2及び38.3　吸光光度法
JIS K0102 38.1.2及び38.5　流れ分析法
JIS K0102 54.1　　　ﾌﾚｰﾑ原子吸光法
JIS K0102 54.2      電気加熱原子吸光法
JIS K0102 54.3　　　ICP発光分光分析法
JIS K0102 54.4      ICP質量分析法
JIS K0102 65.2.1    ジフェニルカルバジド吸光光度法
JIS K0102 65.2.3    電気加熱原子吸光法
JIS K0102 65.2.4    ICP発光分光分析法
JIS K0102 65.2.5    ICP質量分析法
JIS K0102 65.2.6    流れ分析法(汽水又は海水を測定する場合にあっ
ては、JIS K 0170-7の7のa)又はb)に定める操作を行うものとする。)
JIS K0102 61.2      水素化物発生原子吸光法
JIS K0102 61.3 　　 水素化物発生ICP発光分光分析法
JIS K0102 61.4 　　 ICP質量分析法

総水銀 告示第59号 付表２ 還元気化原子吸光光度法 0.0005
アルキル水銀 告示第59号 付表３ ＧＣ法（ＥＣＤ） 0.0005

ＰＣＢ 告示第59号 付表４ ＧＣ法（ＥＣＤ） 0.0005
JIS K0125 5.1     パージ・トラップＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.2.1   ヘッドスペースＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.2.2   トラップ型ヘッドスペースＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.1     パージ・トラップＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.2.1   ヘッドスペースＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.2.2   トラップ型ヘッドスペースＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.1     パージ・トラップＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.2.1   ヘッドスペースＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.2.2   トラップ型ヘッドスペースＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.1     パージ・トラップＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.2.1   ヘッドスペースＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.2.2   トラップ型ヘッドスペースＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.1     パージ・トラップＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.2.1   ヘッドスペースＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.2.2   トラップ型ヘッドスペースＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.1     パージ・トラップＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.2.1   ヘッドスペースＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.2.2   トラップ型ヘッドスペースＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.1     パージ・トラップＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.2.1   ヘッドスペースＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.2.2   トラップ型ヘッドスペースＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.1     パージ・トラップＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.2.1   ヘッドスペースＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.2.2   トラップ型ヘッドスペースＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.1     パージ・トラップＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.2.1   ヘッドスペースＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.2.2   トラップ型ヘッドスペースＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.1     パージ・トラップＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.2.1   ヘッドスペースＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.2.2   トラップ型ヘッドスペースＧＣ－ＭＳ法

チウラム 告示第59号 付表５ 高速液体クロマトグラフ法 0.0006
告示第59号 付表６の第１ ＧＣ－ＭＳ法
告示第59号 付表６の第２ ＧＣ法（ＦＴＤ）
告示第59号 付表６の第１ ＧＣ－ＭＳ法
告示第59号 付表６の第２ ＧＣ法（ＥＣＤ）（ＦＴＤ）
JIS K0125 5.1     パージ・トラップＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.2.1   ヘッドスペースＧＣ－ＭＳ法
JIS K0125 5.2.2   トラップ型ヘッドスペースＧＣ－ＭＳ法
JIS K0102 67.2    水素化合物発生原子吸光法
JIS K0102 67.3　　水素化合物発生ICP発光分光分析法
JIS K0102 67.4 　 ICP質量分析法
JIS K0102 43.2.3　銅･ｶﾄﾞﾐｳﾑｶﾗﾑ還元法-ﾅﾌﾁﾙｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ吸光光度法
JIS K0102 43.2.5　ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法（淡水のみ）
JIS K0102 43.2.6　流れ分析法
JIS K0102 43.1.1　ﾅﾌﾁﾙｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ吸光光度法
JIS K0102 43.1.2　ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法（淡水のみ）
JIS K0102 43.1.3　流れ分析法

0.0002

0.0002

0.0002

0.0002

0.0002

0.0004

硝酸性窒素

亜硝酸性窒素 0.05

セレン 0.002

0.05

チオベンカルブ 0.002

0.0002ベンゼン

シマジン 0.0003

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

1,1,1,-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ

四塩化炭素

ジクロロメタン

砒素 0.005

0.0002

0.0002

0.0002

0.0002

鉛 0.005

六価クロム 0.02

カドミウム 0.0003

全シアン 0.1



JIS K0102 34.1(備考１を除く。)　　吸光光度法
JIS K0102 34.1c)(注（２）第３文及び備考１を除く。）に定める方法
（懸濁物質及びｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法で妨害となる物質が共存しないことを確
認した場合にあっては、これを省略することができる。）及び告示第59
号 付表７ ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法
JIS K0102 34.4　　流れ分析法(妨害となる物質としてハロゲン化合物
又はハロゲン化水素が多量に含まれる試料を測定する場合にあっては、
蒸留試薬溶液として、水約200mlに硫酸10ml、りん酸60ml及び塩化ナト
リウム10ｇを溶かした溶液とグリセリン250mlを混合し、水を加えて
1,000mlとしたものを用い、JIS K 0170-6の6図2注記のアルミニウム溶
液のラインを追加する。
JIS K0102 47.1　　メチレンブル－吸光光度法
JIS K0102 47.3　　ICP発光分光分析法
JIS K0102 47.4　　ICP質量分析法
告示第59号 付表８の第１ 活性炭抽出ＧＣ－ＭＳ法
告示第59号 付表８の第２ パージ・トラップＧＣ－ＭＳ法
告示第59号 付表８の第３ ヘッドスペースＧＣ－ＭＳ法

３．生活環境項目

項  目 測    定    方    法
報告下限値

mg/L
ｐＨ JIS K0102 12.1　ガラス電極法 －

ＢＯＤ JIS K0102 21 に定める方法 0.1
ＣＯＤ JIS K0102 17 過マンガン酸カリウムによる酸素消費量 0.1
ＳＳ 告示第59号 付表９ に掲げる方法 1

JIS K0102 32.1　よう素滴定法
JIS K0102 32.3　隔膜電極法
JIS K0102 32.4　光学式センサ法

大腸菌群数 告示第59号 別表２備考４　最確数法 －
n-ﾍｷｻﾝ抽出物質 告示第59号 付表14 に掲げる方法 0.5

JIS K0102 45.2　紫外吸光光度法（淡水のみ）
JIS K0102 45.4　銅・カドミウムカラム還元法
JIS K0102 46.3.1(備考９を除く。以下同じ)  ペルオキソ二硫酸カリウ
ム分解法
JIS K0102 46.3.1備考11　加熱濃縮操作
JIS K0102 53.1　フレ－ム原子吸光法
JIS K0102 53.2　電気加熱原子吸光法
JIS K0102 53.3　ICP発光分光分析法
JIS K0102 53.4  ICP質量分析法

ノニルフェノール 告示第59号 付表11  ＧＣ－ＭＳ法 0.00006
直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及びその塩 告示第59号 付表12  ＬＣ/ＭＳ/ＭＳ法 0.0006

４．特殊項目

項  目 測    定    方    法
報告下限値

mg/L
フェノ－ル類 JIS K0102 28.1.1(備考２及び備考３を除く。)及び28.1.2 吸光光度法 0.005

JIS K0102 52.2  フレ－ム原子吸光法
JIS K0102 52.3  電気加熱原子吸光法
JIS K0102 52.4　ICP発光分光分析法
JIS K0102 52.5  ICP質量分析法
JIS K0102 57.2  フレ－ム原子吸光法
JIS K0102 57.3  電気加熱原子吸光法
JIS K0102 57.4  ICP発光分光分析法
JIS K0102 56.2  フレ－ム原子吸光法
JIS K0102 56.3  電気加熱原子吸光法
JIS K0102 56.4  ICP発光分光分析法
JIS K0102 56.5  ICP質量分析法
JIS K0102 65.1.1　ジフェニルカルバジド吸光光度法
JIS K0102 65.1.3  電気加熱原子吸光法
JIS K0102 65.1.4  ICP発光分光分析法
JIS K0102 65.1.5  ICP質量分析法
環境庁通知 付表１の第１　ＧＣ－ＭＳ法
環境庁通知 付表１の第２　ＧＣ法（ＥＣＤ）（ＦＴＤ）（ＦＰＤ）
JIS K0102 59.3　　ICP発光分光分析法
環境庁通知 付表４ ICP質量分析法
環境庁通知 付表５ 電気加熱原子吸光法

５．その他の項目

項  目 測    定    方    法
報告下限値

mg/L
JIS K0102 42.1(備考２及び３を除く。以下同じ)及び42.2吸光光度法
JIS K0102 42.1及び42.6　流れ分析法
JIS K0102 42.1及び42.7　吸光光度法
JIS K0102 46.1.1 　　   吸光光度法
JIS K0102 46.1.1備考６　吸光光度法

電 気 伝 導 率 JIS K0102 13　に定める方法 1 mS/m
JIS K0102 35.1　　硝酸銀滴定法
JIS K0102 35.3    イオンクロマトグラフ法

塩分 海洋観測指針5.3　サリノメータ法 ―

塩化物イオン 2

全窒素

燐酸態燐

アンモニア性窒素 0.04

河川0.005
海域0.001

ＥＰＮ 0.0006

ニッケル 0.008

溶解性マンガン 0.01

クロム 0.02

銅 0.01

溶解性鉄 0.02

全燐 0.003

全亜鉛 0.001

ほう素 0.02

河川0.05
海域0.02

ＤＯ 0.1

ふっ素 0.08

0.0051,4-ｼﾞｵｷｻﾝ



クロロフィルａ 上水試験方法ⅤⅠ-２-25 ―
JIS K0102 30.1.1  メチレンブルー吸光光度法
JIS K0102 30.1.4  流れ分析法

非イオン界面活性剤 衛生試験法注解付追補４　GC法(FID) 0.005
疎水性格子付きメンﾌﾞﾗﾝﾌｨﾙﾀｰ法（最確数法）　　別添参照 1MPN/100mL
メンﾌﾞﾗﾝﾌｨﾙﾀｰ法（コロニーカウント法）　　　　　　　別添参照 1個/100mL
乾式酸化法（高温燃焼酸化法　TC-ICによる方法）
乾式酸化法（高温燃焼酸化法　NPOCによる方法）
湿式酸化法（高温湿式酸化法）
紫外線酸化法

　補足事項
（１）表中の用語は、次による。
　　JIS　　　　 ：日本産業規格  ※JIS K 0102は2016年度版を使用する。
　　告示第59号　：昭和46年12月28日環境庁告示第59号
　　告示第30号　：平成７年６月16日環境庁告示第30号

（２）有効数字
　○有効数字は２桁とし、３桁目以下又は定量下限値を下回る桁については切り捨てる。
　○ｐＨについては、小数点第２位を四捨五入し、小数点以下第１位までとする。
　○ＤＯについては、小数点第２位以下を切り捨て、小数点第１位までとする。
（３）定量下限値
　　定量下限値は、報告下限値と同一又は下回る値であること。
（４）平均値の取り方
　　平均値の計算にあたっては、有効数字を２桁までとし、その下の桁を四捨五入する。
　　その場合、報告下限値の桁を下回る桁が残る場合は、四捨五入して報告下限値の桁までとする。
　　個別の測定値が報告下限値未満の数値については、報告下限値の数値として取扱い、平均値を計算する。
（５）硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素について
　　２物質の合算方法は本市の指示に従うこと。
（６）ノニルフェノールについて
　　13異性体ごとの値を報告すること。異性体ごとの算出方法及び合算方法は本市の指示に従うこと。
（７）ＬＡＳについて
　　４異性体ごとの値を報告すること。異性体ごとの算出方法及び合算方法は本市の指示に従うこと。

　　環境庁通知　：平成5年4月28日付け環水規第121号環境庁水質保全局水質規制課長通知
　　環境省通知１：平成15年11月5日付け環水企発第031105001号、環水管発第031105001号環境省環境管理局
　　　　　　　　　水環境部長通知
　　環境省通知２：平成16年3月31日付け環水企発第040331003号、環水土発第040331005号環境省環境管理局
　　　　　　　　　水環境部長通知
　　環境省通知３：平成25年3月27日付け環水大水発第1303272号環境省水・大気環境局長通知

大腸菌数

ＴＯＣ

陰イオン界面活性剤 0.03

―



8

別添



9



10



11



12



13



様式１

令和  　 年　   月　   日

　標記の件につきまして、下記のとおり報告いたします。

  採水年月日 令和　　年　　月　　日

℃ 度 mg/L mg/L mg/L mg/L MPN/100mL mg/L mg/L mg/L

1

2

平均

6.5以上
8.5以下

3 25 5以上 5000以下 0.03

1

2

平均

6.5以上
8.5以下

3 25 5以上 5000以下 0.03

1

2

平均

6.5以上
8.5以下

5 50 5以上 0.03

備考

＊ 環境基準値を超過したもの。

鷹取川

公共用水域水質調査（河川）測定結果速報値

全窒素 全燐
調査地点

松越川

大腸菌群数

平作川

水温 ＤＯ調査
回数

ＢＯＤ
ｐＨ

ＳＳ透視度

環境基準

環境基準

環境基準

全亜鉛ＣＯＤ



 

様式２－１ 
    年    月    日  

 
 
 

 （あて先）横須賀市長 
 
 
 

                   受託者住所 
                                             受託者代表者                     印  
 
 
 

業 務 実 施 結 果 報 告 書 
 
 
 

    下記のとおり、 月分の公共用水域水質調査（河川）を実施しましたので、公共用水

域水質調査仕様書に基づき、「公共用水域水質測定結果報告書」を添え報告いたします。 
 
 
 
１ 測定調査実施年月日 

年    月    日 
 
 
２ 測定調査実績 
 

測 定 項 目 測定検体数 備    考 
 

健 康 項 目 
 

生 活 環 境 項 目 
 

特 殊 項 目 
 

そ の 他 の 項 目 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 



様式２－２

公共用水域水質測定結果報告書（河川） 1/1

令和２年度 ○ 月分

天候

前日天候

前々日天候
観 全水深 ( ｍ ) 

採取水深 ( ｍ ) 
測 流速 (ｍ/s) 

流量 (㎥/s) 
項 気温 ( ℃ ) 

水温 ( ℃ ) 
目 色相

透視度（河川）／透明度（海域）( 度 ) 

臭気

流況

干潮時刻

満潮時刻

水素イオン濃度 (pH ) ( ― ) 

生物化学的酸素要求量 (BOD) (mg/L) 

化学的酸素要求量 (COD) (mg/L) 
生 浮遊物質量 (SS ) (mg/L) 
活 溶存酸素量 (DO ) (mg/L) 
環 大腸菌群数
境 ｎ－ヘキサン抽出物質 (mg/L) 
項 全窒素 (mg/L) 
目 全燐 (mg/L) 

全亜鉛 (mg/L) 

ノニルフェノール (mg/L) 

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及びその塩(mg/L) 

カドミウム (mg/L) 

全シアン (mg/L) 

鉛 (mg/L) 

六価クロム (mg/L) 

砒素 (mg/L) 

総水銀 (mg/L) 

アルキル水銀 (mg/L) 

ＰＣＢ (mg/L) 

ジクロロメタン (mg/L) 

四塩化炭素 (mg/L) 

1,2-ジクロロエタン (mg/L) 
健 1,1-ジクロロエチレン (mg/L) 

シス-1,2-ジクロロエチレン (mg/L) 
康 1,1,1-トリクロロエタン (mg/L) 

1,1,2-トリクロロエタン (mg/L) 
項 トリクロロエチレン (mg/L) 

テトラクロロエチレン (mg/L) 
目 1,3-ジクロロプロペン (mg/L) 

チウラム (mg/L) 

シマジン (mg/L) 

チオべンカルブ (mg/L) 

ベンゼン (mg/L) 

セレン (mg/L) 

　硝酸性窒素 (mg/L) 

　亜硝酸性窒素 (mg/L) 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 (mg/L) 

ふっ素 (mg/L) 

ほう素 (mg/L) 

1,4-ジオキサン (mg/L) 

フェノール類 (mg/L) 
特 銅 (mg/L) 
殊 溶解性鉄 (mg/L) 
項 溶解性マンガン (mg/L) 
目 クロム (mg/L) 

ＥＰＮ (mg/L) 

ニッケル (mg/L) 

アンモニア性窒素 (mg/L) 

燐酸態燐 (mg/L) 
そ 陰イオン界面活性剤 (mg/L) 
の 非イオン界面活性剤 (mg/L) 
他 電気伝導率 (mS/m) 
の 塩化物イオン (mg/L) 
項 塩分 ( ‰ ) 
目 クロロフィルａ (μg/L) 

大腸菌数

全有機炭素 (TOC) (mg/L) 

○○株式会社分析機関名：

測　定　値 (単位) 
日間

平均値
日間

平均値
日間

平均値

平　作　川 松　越　川

(　/100mL) 

0:000:000:000:00

(MPN/100mL) 

水　域　名 鷹　取　川

29_竹川合流後（Ｃ）

0:000:00

採取時刻

採　取　年　月　日

測定地点名（類型）　
測
定
項
目 採取時刻採取時刻

28_夫婦橋（Ｂ）27_追浜橋（Ｂ）



様式３

調査年度 調査地点 地点情報 採取年月日時分 調査区分採取位置前日天候一般項目 生活環境項目

西暦年
度

県測定地
点番号

測定地点

地点
統一
番号_
県ｺｰ
ﾄﾞ

地点
統一
番号_
水域
ｺｰﾄﾞ

地点
統一
番号_
地点
ｺｰﾄﾞ

西暦
年

月日 時分
調査
区分

採取
位置
ｺｰﾄﾞ

前日天
候ｺｰﾄﾞ

天候
ｺｰﾄﾞ

流況
ｺｰﾄﾞ

臭気
ｺｰﾄﾞ

色相
ｺｰﾄﾞ

気温 水温 流量
採取
水深

全水深
透視度
_ｺﾒﾝﾄ

透視度
透明度
_ｺﾒﾝﾄ

透明度
流速_ｺ
ﾒﾝﾄ

流速
pH_ｺﾒﾝ
ﾄ

pH
DO_ｺﾒ
ﾝﾄ

DO
BOD_ｺ
ﾒﾝﾄ

BOD
COD_ｺ
ﾒﾝﾄ

2020 10810 追浜橋 14 028 01 0
2020 10810 追浜橋 14 028 01 0
2020 10910 夫婦橋 14 029 01 0
2020 10910 夫婦橋 14 029 01 0
2020 11010 竹川合流後 14 034 01 0
2020 11010 竹川合流後 14 034 01 0

調査年度 調査地点 健康項目

西暦年
度

県測定地
点番号

測定地点 COD
SS_ｺﾒ
ﾝﾄ

SS
大腸菌
群数_ｺ
ﾒﾝﾄ

大腸菌
群数

n-ﾍｷｻ
ﾝ抽出
物質_
油分等
_ｺﾒﾝﾄ

n-ﾍｷｻ
ﾝ抽出
物質_
油分等

全窒素
_ｺﾒﾝﾄ

全窒素
全燐_ｺ
ﾒﾝﾄ

全燐
ｶﾄﾞﾐｳﾑ
_ｺﾒﾝﾄ

ｶﾄﾞﾐｳﾑ
全ｼｱﾝ
_ｺﾒﾝﾄ

全ｼｱﾝ
鉛_ｺﾒﾝ
ﾄ

鉛
六価ｸ
ﾛﾑ_ｺﾒ
ﾝﾄ

六価ｸ
ﾛﾑ

砒素_ｺ
ﾒﾝﾄ

砒素
総水銀
_ｺﾒﾝﾄ

総水銀
ｱﾙｷﾙ
水銀_ｺ
ﾒﾝﾄ

ｱﾙｷﾙ
水銀

PCB_ｺ
ﾒﾝﾄ

PCB
ｼﾞｸﾛﾛﾒ
ﾀﾝ_ｺﾒﾝ
ﾄ

ｼﾞｸﾛﾛﾒ
ﾀﾝ

四塩化
炭素_ｺ
ﾒﾝﾄ

四塩化
炭素

2020 10810 追浜橋
2020 10810 追浜橋
2020 10910 夫婦橋
2020 10910 夫婦橋
2020 11010 竹川合流後
2020 11010 竹川合流後

調査年度 調査地点

西暦年
度

県測定地
点番号

測定地点
1,2-ｼﾞ
ｸﾛﾛｴﾀ
ﾝ_ｺﾒﾝﾄ

1,2-ｼﾞ
ｸﾛﾛｴﾀ
ﾝ

1,1-ｼﾞ
ｸﾛﾛｴﾁ
ﾚﾝ_ｺﾒ
ﾝﾄ

1,1-ｼﾞ
ｸﾛﾛｴﾁ
ﾚﾝ

ｼｽ-
1,2-ｼﾞ
ｸﾛﾛｴﾁ
ﾚﾝ_ｺﾒ
ﾝﾄ

ｼｽ-
1,2-ｼﾞ
ｸﾛﾛｴﾁ
ﾚﾝ

1,1,1-ﾄ
ﾘｸﾛﾛｴ
ﾀﾝ_ｺﾒﾝ
ﾄ

1,1,1-ﾄ
ﾘｸﾛﾛｴ
ﾀﾝ

1,1,2-ﾄ
ﾘｸﾛﾛｴ
ﾀﾝ_ｺﾒﾝ
ﾄ

1,1,2-ﾄ
ﾘｸﾛﾛｴ
ﾀﾝ

ﾄﾘｸﾛﾛ
ｴﾁﾚﾝ_
ｺﾒﾝﾄ

ﾄﾘｸﾛﾛ
ｴﾁﾚﾝ

ﾃﾄﾗｸﾛ
ﾛｴﾁﾚﾝ
_ｺﾒﾝﾄ

ﾃﾄﾗｸﾛ
ﾛｴﾁﾚﾝ

1,3-ｼﾞ
ｸﾛﾛﾌﾟﾛ
ﾍﾟﾝ_ｺﾒ
ﾝﾄ

1,3-ｼﾞ
ｸﾛﾛﾌﾟﾛ
ﾍﾟﾝ

ﾁｳﾗﾑ_
ｺﾒﾝﾄ

ﾁｳﾗﾑ
ｼﾏｼﾞﾝ_
ｺﾒﾝﾄ

ｼﾏｼﾞﾝ
ﾁｵﾍﾞﾝ
ｶﾙﾌﾞ_ｺ
ﾒﾝﾄ

ﾁｵﾍﾞﾝ
ｶﾙﾌﾞ

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ
_ｺﾒﾝﾄ

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ
ｾﾚﾝ_ｺ
ﾒﾝﾄ

ｾﾚﾝ
硝酸性
窒素_ｺ
ﾒﾝﾄ

硝酸性
窒素

亜硝酸
性窒素
_ｺﾒﾝﾄ

亜硝酸
性窒素

硝酸性
窒素及
び亜硝
酸性窒
素_ｺﾒﾝ
ﾄ

2020 10810 追浜橋
2020 10810 追浜橋
2020 10910 夫婦橋
2020 10910 夫婦橋
2020 11010 竹川合流後
2020 11010 竹川合流後

調査年度 調査地点 ﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝ生成能 要監視項目

西暦年
度

県測定地
点番号

測定地点

硝酸性
窒素及
び亜硝
酸性窒
素

ふっ素
_ｺﾒﾝﾄ

ふっ素
ほう素_
ｺﾒﾝﾄ

ほう素
1,4-ｼﾞ
ｵｷｻﾝ_
ｺﾒﾝﾄ

1,4-ｼﾞ
ｵｷｻﾝ

ﾄﾘﾊﾛﾒ
ﾀﾝ生
成能_ｺ
ﾒﾝﾄ

ﾄﾘﾊﾛﾒ
ﾀﾝ生
成能

ｸﾛﾛﾎﾙ
ﾑ生成
能_ｺﾒﾝ
ﾄ

ｸﾛﾛﾎﾙ
ﾑ生成
能

ﾌﾞﾛﾓｼﾞ
ｸﾛﾛﾒﾀ
ﾝ生成
能_ｺﾒﾝ
ﾄ

ﾌﾞﾛﾓｼﾞ
ｸﾛﾛﾒﾀ
ﾝ生成
能

ｼﾞﾌﾞﾛﾓ
ｸﾛﾛﾒﾀ
ﾝ生成
能_ｺﾒﾝ
ﾄ

ｼﾞﾌﾞﾛﾓ
ｸﾛﾛﾒﾀ
ﾝ生成
能

ﾌﾞﾛﾓﾎ
ﾙﾑ生
成能_ｺ
ﾒﾝﾄ

ﾌﾞﾛﾓﾎ
ﾙﾑ生
成能

クロロ
ホルム
_ｺﾒﾝﾄ

クロロ
ホルム

ﾄﾗﾝｽ-
1,2-ｼﾞ
ｸﾛﾛｴﾁ
ﾚﾝ_ｺﾒ
ﾝﾄ

ﾄﾗﾝｽ-
1,2-ｼﾞ
ｸﾛﾛｴﾁ
ﾚﾝ

1,2-ｼﾞ
ｸﾛﾛﾌﾟﾛ
ﾊﾟﾝ_ｺﾒ
ﾝﾄ

1,2-ｼﾞ
ｸﾛﾛﾌﾟﾛ
ﾊﾟﾝ

p-ｼﾞｸﾛ
ﾛﾍﾞﾝｾﾞ
ﾝ_ｺﾒﾝﾄ

p-ｼﾞｸﾛ
ﾛﾍﾞﾝｾﾞ
ﾝ

ｲｿｷｻﾁ
ｵﾝ_ｺﾒ
ﾝﾄ

ｲｿｷｻﾁ
ｵﾝ

ﾀﾞｲｱｼﾞ
ﾉﾝ_ｺﾒﾝ
ﾄ

ﾀﾞｲｱｼﾞ
ﾉﾝ

ﾌｪﾆﾄﾛ
ﾁｵﾝ_ｺ
ﾒﾝﾄ

ﾌｪﾆﾄﾛ
ﾁｵﾝ

2020 10810 追浜橋
2020 10810 追浜橋
2020 10910 夫婦橋
2020 10910 夫婦橋
2020 11010 竹川合流後
2020 11010 竹川合流後



様式３

調査年度 調査地点

西暦年
度

県測定地
点番号

測定地点

2020 10810 追浜橋
2020 10810 追浜橋
2020 10910 夫婦橋
2020 10910 夫婦橋
2020 11010 竹川合流後
2020 11010 竹川合流後

調査年度 調査地点

西暦年
度

県測定地
点番号

測定地点

2020 10810 追浜橋
2020 10810 追浜橋
2020 10910 夫婦橋
2020 10910 夫婦橋
2020 11010 竹川合流後
2020 11010 竹川合流後

調査年度 調査地点

西暦年
度

県測定地
点番号

測定地点

2020 10810 追浜橋
2020 10810 追浜橋
2020 10910 夫婦橋
2020 10910 夫婦橋
2020 11010 竹川合流後
2020 11010 竹川合流後

調査年度 調査地点

西暦年
度

県測定地
点番号

測定地点

2020 10810 追浜橋
2020 10810 追浜橋
2020 10910 夫婦橋
2020 10910 夫婦橋
2020 11010 竹川合流後
2020 11010 竹川合流後

ｲｿﾌﾟﾛﾁ
ｵﾗﾝ_ｺ
ﾒﾝﾄ

ｲｿﾌﾟﾛﾁ
ｵﾗﾝ

ｵｷｼﾝ
銅_ｺﾒﾝ
ﾄ

ｵｷｼﾝ
銅

ｸﾛﾛﾀﾛ
ﾆﾙ_ｺﾒ
ﾝﾄ

ｸﾛﾛﾀﾛ
ﾆﾙ

ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞ
ﾐﾄﾞ_ｺﾒ
ﾝﾄ

ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞ
ﾐﾄﾞ

EPN_ｺ
ﾒﾝﾄ

EPN
ｼﾞｸﾛﾙ
ﾎﾞｽ_ｺﾒ
ﾝﾄ

ｼﾞｸﾛﾙ
ﾎﾞｽ

ﾌｪﾉﾌﾞｶ
ﾙﾌﾞ_ｺﾒ
ﾝﾄ

ﾌｪﾉﾌﾞｶ
ﾙﾌﾞ

ｲﾌﾟﾛﾍﾞ
ﾝﾎｽ_ｺ
ﾒﾝﾄ

ｲﾌﾟﾛﾍﾞ
ﾝﾎｽ

ｸﾛﾙﾆﾄ
ﾛﾌｪﾝ_ｺ
ﾒﾝﾄ

ｸﾛﾙﾆﾄ
ﾛﾌｪﾝ

ﾄﾙｴﾝ_
ｺﾒﾝﾄ

ﾄﾙｴﾝ
ｷｼﾚﾝ_
ｺﾒﾝﾄ

ｷｼﾚﾝ

ﾌﾀﾙ酸
ｼﾞｴﾁﾙ
ﾍｷｼﾙ_
ｺﾒﾝﾄ

ﾌﾀﾙ酸
ｼﾞｴﾁﾙ
ﾍｷｼﾙ

ﾆｯｹﾙ_
ｺﾒﾝﾄ

ﾆｯｹﾙ
ﾓﾘﾌﾞﾃﾞ
ﾝ_ｺﾒﾝﾄ

ﾓﾘﾌﾞﾃﾞ
ﾝ

ｱﾝﾁﾓﾝ
_ｺﾒﾝﾄ

ｱﾝﾁﾓﾝ

塩化ﾋﾞ
ﾆﾙﾓﾉ
ﾏｰ_ｺﾒ
ﾝﾄ

その他
項目

ｱﾝﾓﾆｱ
性窒素 特殊項目

塩化ﾋﾞ
ﾆﾙﾓﾉ
ﾏｰ

ｴﾋﾟｸﾛﾛ
ﾋﾄﾞﾘﾝ_
ｺﾒﾝﾄ

ｴﾋﾟｸﾛﾛ
ﾋﾄﾞﾘﾝ

全ﾏﾝｶﾞ
ﾝ_ｺﾒﾝﾄ

全ﾏﾝｶﾞ
ﾝ

ｳﾗﾝ_ｺ
ﾒﾝﾄ

ｳﾗﾝ

4-t-ｵｸ
ﾁﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ_ｺ
ﾒﾝﾄ

4-t-ｵｸ
ﾁﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ

ｱﾆﾘﾝ_
ｺﾒﾝﾄ

ｱﾆﾘﾝ

2,4-ｼﾞ
ｸﾛﾛﾌｪ
ﾉｰﾙ_ｺ
ﾒﾝﾄ

2,4-ｼﾞ
ｸﾛﾛﾌｪ
ﾉｰﾙ

その他
項目1_
ｺﾒﾝﾄ

その他
項目1

その他
項目2_
ｺﾒﾝﾄ

その他
項目2

その他
項目3_
ｺﾒﾝﾄ

その他
項目3

その他
項目4_
ｺﾒﾝﾄ

その他
項目4

その他
項目5_
ｺﾒﾝﾄ

その他
項目5

その他
項目6_
ｺﾒﾝﾄ

その他
項目6

その他
項目7_
ｺﾒﾝﾄ

その他
項目7

その他
項目8_
ｺﾒﾝﾄ

その他
項目8

ﾌｪﾉｰﾙ
類_ｺﾒﾝ
ﾄ

ﾌｪﾉｰﾙ
類

水生生物保全項目（基準）

銅_ｺﾒﾝ
ﾄ

銅
亜鉛_ｺ
ﾒﾝﾄ

亜鉛
鉄_溶
解性_ｺ
ﾒﾝﾄ

鉄_溶
解性

ﾏﾝｶﾞﾝ_
溶解性
_ｺﾒﾝﾄ

ﾏﾝｶﾞﾝ_
溶解性

ｸﾛﾑ_ｺ
ﾒﾝﾄ

ｸﾛﾑ
全亜鉛
_ｺﾒﾝﾄ

全亜鉛
ﾉﾆﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ_ｺ
ﾒﾝﾄ

ﾉﾆﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ

ﾉﾆﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ異
性体
No.01_
ｺﾒﾝﾄ

ﾉﾆﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ異
性体
No.01

ﾉﾆﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ異
性体
No.02_
ｺﾒﾝﾄ

ﾉﾆﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ異
性体
No.02

ﾉﾆﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ異
性体
No.03_
ｺﾒﾝﾄ

ﾉﾆﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ異
性体
No.03

ﾉﾆﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ異
性体
No.04_
ｺﾒﾝﾄ

ﾉﾆﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ異
性体
No.04

ﾉﾆﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ異
性体
No.05_
ｺﾒﾝﾄ

ﾉﾆﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ異
性体
No.05

ﾉﾆﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ異
性体
No.06_
ｺﾒﾝﾄ

ﾉﾆﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ異
性体
No.06

ﾉﾆﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ異
性体
No.07_
ｺﾒﾝﾄ

ﾉﾆﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ異
性体
No.07

ﾉﾆﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ異
性体
No.08_
ｺﾒﾝﾄ

ﾉﾆﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ異
性体
No.08

ﾉﾆﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ異
性体
No.09_
ｺﾒﾝﾄ

水生生物保全項目（要監視）

ﾉﾆﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ異
性体
No.09

ﾉﾆﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ異
性体
No.10_
ｺﾒﾝﾄ

ﾉﾆﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ異
性体
No.10

ﾉﾆﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ異
性体
No.11_
ｺﾒﾝﾄ

ﾉﾆﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ異
性体
No.11

ﾉﾆﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ異
性体
No.12_
ｺﾒﾝﾄ

ﾉﾆﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ異
性体
No.12

ﾉﾆﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ異
性体
No.13_
ｺﾒﾝﾄ

ﾉﾆﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ異
性体
No.13

LAS_ｺ
ﾒﾝﾄ

LAS
C10-
LAS_ｺ
ﾒﾝﾄ

C10-
LAS

C11-
LAS_ｺ
ﾒﾝﾄ

C11-
LAS

C12-
LAS_ｺ
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様式４

公共用水域水質測定結果データ（河川） 1/1

令和２年度

水温 ( ℃ ) 12 12 12

透視度 ( cm ) 12 12 12

水素イオン濃度 (pH ) ( ― ) /12 /12 /12

生物化学的酸素要求量 (BOD) (mg/L) /12 /12 /12

化学的酸素要求量 (COD) (mg/L) 12 12 12
生 浮遊物質量 (SS ) (mg/L) /12 /12 /12
活 溶存酸素量 (DO ) (mg/L) /12 /12 /12
環 大腸菌群数 /12 /12 12
境 ｎ－ヘキサン抽出物質 (mg/L) 2 2 2
項 全窒素 (mg/L) 12 12 12
目 全燐 (mg/L) 12 12 12

全亜鉛 (mg/L) /12 /12 /12

ノニルフェノール (mg/L) /2 /2 /2
直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及びその塩 (mg/L) /12 /12 /12

カドミウム (mg/L) /2 /2 /2

全シアン (mg/L) /2 /2 /2

鉛 (mg/L) /2 /2 /2

六価クロム (mg/L) /2 /2 /2

砒素 (mg/L) /2 /2 /2

総水銀 (mg/L) /2 /2 /2

アルキル水銀 (mg/L) 

ＰＣＢ (mg/L) /2 /2 /2

ジクロロメタン (mg/L) /2 /2 /2

四塩化炭素 (mg/L) /2 /2 /2
健 1,2-ジクロロエタン (mg/L) /2 /2 /2

1,1-ジクロロエチレン (mg/L) /2 /2 /2
康 シス-1,2-ジクロロエチレン (mg/L) /2 /2 /2

1,1,1-トリクロロエタン (mg/L) /2 /2 /2
項 1,1,2-トリクロロエタン (mg/L) /2 /2 /2

トリクロロエチレン (mg/L) /2 /2 /2
目 テトラクロロエチレン (mg/L) /2 /2 /2

1,3-ジクロロプロペン (mg/L) /2 /2 /2

チウラム (mg/L) /2 /2 /2

シマジン (mg/L) /2 /2 /2

チオべンカルブ (mg/L) /2 /2 /2

ベンゼン (mg/L) /2 /2 /2

セレン (mg/L) /2 /2 /2

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 (mg/L) /12 /12 /12

ふっ素 (mg/L) ― ― ― ― ― ― ― ― /6

ほう素 (mg/L) ― ― ― ― ― ― ― ― /6

1,4-ジオキサン (mg/L) /2 /2 /2

フェノール類 (mg/L) 2 2 2
特 銅 (mg/L) 2 2 2
殊 溶解性鉄 (mg/L) 2 2 2
項 溶解性マンガン (mg/L) 2 2 2
目 クロム (mg/L) 2 2 2

ＥＰＮ (mg/L) 2 2 2

ニッケル (mg/L) 2 2 2

アンモニア性窒素 (mg/L) 12 12 12
そ 燐酸態燐 (mg/L) 12 12 12
の 陰イオン界面活性剤 (mg/L) 2 2 2
他 非イオン界面活性剤 (mg/L) 1 1 1
の 電気伝導率 (mS/m) 12 12 12
項 塩化物イオン (mg/L) 12 12 12
目 大腸菌数 12 12 12

全有機炭素 (TOC) (mg/L) 12 12 12

（注） 1. 「平均値」は、日間平均値の年間平均値。

2. 「最小値」、「最大値」は、日間平均値の最小値及び最大値。

3. 「m/n」は、基準値を超えた調査日数/年間の調査日数。

　　ただし、環境基準の設定されていない項目については、年間の調査日数のみ記入。

4. 「不検出」とは、測定結果が測定計画に定められた報告下限値を下回ることをいう。

5. アルキル水銀については、総水銀が検出されたときのみ測定する。

(MPN/100mL) 

追浜橋（Ｂ/生物Ｂ）

(　/100mL) 

最小値 最大値 m/n平均値測　定　値 (単位) m/n

測
定
項
目

測定地点名（類型）　

水　域　名 松　越　川鷹　取　川 平　作　川

夫婦橋（Ｂ/生物Ｂ）

平均値 最小値 最大値 m/n

竹川合流後（Ｃ/生物Ｂ）

平均値 最小値 最大値


